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農林水産省九州農政局

Ｃｏｎｔｅｎｔｓ
➡ 意見交換を行いました ～（株）ユーアス （上毛町）～
➡ 意見交換を行いました ～福岡県稲作経営者協議会～
➡ 福岡県の農産物 ～ 小麦 ～
➡ 現場と国の農政を結ぶ「九州農政局福岡県拠点」です。

意見交換を行いました ～ （株）ユーアス ～

地域の中心経営体として、持続可能な農業経営を創造

MAFFとは農林水産省の英語表記「Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries」の略称です。

(株)ユーアスとは ＧＡＰの取組

スマート農業の取組

地域における農地の課題解決に向け
た取組

平成２４年４月 法人設立
【業務内容】
・農産物生産：水稲２５ｈａ、麦３２ｈａ、大豆２１ｈａ、

野菜（キャベツ他）１９ｈａ
・水稲の作業受託

ＪＧＡＰ認証取得（キャベツ）、スマート農業の導入
外国人研修生の受け入れによる労働力確保

【取組のきっかけ】

食品安全や労働安全等のリスクに対する意識
教育・ルール作りに取組む必要性を感じた。
【効果】
・リスク回避、安全・安心な商品の提供。
・農大生の視察など、対外的なアピールができた。

・求人広告に「ＧＡＰ取得済」と記載したところ、応
募者が増え、会社の信用度アップに繋がった。
【課題】

・書類作成が煩雑なうえ、特定の者に負担が掛か
る。管理責任者を増やし、分担することが必要。
・更新費用のコスト負担。
【今後の展望・展開】

・自分達に合ったリスク回避のための改善を行い、
より良い組織を作っていく。

・キャベツの出荷先の親会社が国産のみを使用
する方針となり、ＧＡＰを取得していることが有利
に働くことを期待している。

・施設環境整備を図り、近い将来は精米でのＧＡ
Ｐ認証を取得したい。

【今後の展望・展開】

・今年から試験的にドローンによる水稲の生育調
査を行う予定。データ取得により、圃場の地力向
上、効果的な施肥が可能になると思われる。

・軟弱野菜生産での生産性向上を図るため、メー
カー主導でのロボットシステムの実証実験を行う
予定。

・キャベツの生育ムラを無くすため、ドローンによ
る画像を解析し、効果的な追肥を検討。

ＪＧＡＰ認証取得 青果物２０１６（キャベツ）

・当地域は中山間地域であり、担い手の高齢化・
後継者不足が進んでいる。耕作放棄地を増やさ
ないためにも、可能な限り引き受けているが、耕
作条件不利地が多く、維持管理に苦慮。
・農地再生の有効な手段として、苔の生産を検討。
苔は管理に手間がかからず、鳥獣被害がほとん
どない。今年の秋以降、約３０ａの借受地にて試
験的栽培を始める予定。

「全力農業！
選ばれるモノづくり、自分づくり」

農林水産省はロボット技術やICTを活用して超省力・
高品質生産を実現するスマート農業を推進していま
す。
↓ 九州農政局管内のスマート農業取組事例 ↓
http://www.maff.go.jp/kyusyu/seisan/gizyutu/smart.html

ＫＳＡＳ （経営管理ソフト）
ドローン ２機（産業用（散布用）・空撮用）

平成30年２月
ＪＧＡＰ認証取得し

ました。
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【お問合せ先】 九州農政局福岡県拠点地方参事官室
〒812-0018 福岡県福岡市博多区住吉3-17-21 TEL 092-281-8261（代表）

４月に九州農政局福岡県担当の地方参事
官を拝命いたしました足立整（あだちひとし）

と申します。出身は静岡県で現在単身赴任
中。趣味は山歩きと写真です。

「現場と農政を結ぶ」をテーマに、国の施策
を分かり易くお伝えするとともに、皆様のお
困りごとの解決につなげていくよう、全力で
取り組んでいきます。
どうぞよろしくお願いします！

生産者、事業者の方々との意見交換により、皆様の声を農政に届けていきます。

福岡県稲作経営者協議会
から14名、福岡県農業会議
から２名の参加がありました。

小麦の収穫が、今年も５月下旬より
始まっています。

福岡県農林水産振興計画では、高品
質･安定生産に向けた技術指導の徹底
や排水施設の整備を推進しています。

※ 福岡県育成品種のラーメン用小麦
「ラー麦」はタンパク質含有率が高い。麺の
コシが強く、茹で伸びしにくいのが特長！

意見交換を行いました ～ 福岡県稲作経営者協議会 ～

福岡県の農産物 ～ 小麦 ～

現場と国の農政を結ぶ「九州農政局福岡県拠点」です。

平成３０年産の作付面積
は北海道に次いで
全国第２位！

農業・食品産業の
現場に、どんどん出
かけていきます！

身近な相談所とし
てお気軽にご活用
下さい！

この「ふくおか＆MAFF」では、福岡県拠点の活動、国の施策
や農林水産業に関する話題をお伝えします。

会員の方々からは、「スマート農業はよいと思うが、コスト
が高く、オペレーターの確保が課題」、「個々にGAPに取り
組む場合は、費用対効果がネックである」「部会単位での
取組が有効ではないか」等の意見が出されました。
また、糸島地域でのスマート農業への取り組みについて
お聞きしました。

当拠点からスマート
農業、GAPについて

情報提供

令和元年11月９日「ラー麦」は販売開始10周年を迎えます！


